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第 1部  伏見戦争の罪科と処分  
序章  
第 1章  慶応 4 年 1 月段階の情勢―伏見戦争の罪科と討伐  
第 1節  徳川慶喜討伐令と大赦令―寛典の基本方針  
第 2節  伏見戦争の罪科発生と討伐令  
第 3節  『復古記』所収の「徳川慶喜以下罪案」の分析  
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第 4節  有罪藩による嘆願運動の開始  
第 2章  慶応 4 年 2 月から 4 月段階―江戸進攻から開城までの情勢  
第 1節  徳川慶喜の事例  
第 2節  入京禁止藩による宥免獲得の嘆願運動  
第 3節  官位剥奪藩による宥免獲得の嘆願運動  
第 3章  伏見戦争の最終処分（4 月から 12 月段階）  
第 1節  徳川慶喜の事例  
第 2節  諸藩の事例 (1)―官位剥奪藩・入京禁止藩  
第 3節  諸藩の事例 (2)―旧幕府老中・若年寄在職者のうち江戸滞在者の事例  
 
第 2部  新政府による江戸以西平定過程  
序章  
第 1章  大政奉還から慶応 4 年 1 月段階の諸侯上京命令  
第 1節  慶応 3 年―大政奉還と王政復古による上京命令  
第 2節  伏見戦後―徳川慶喜討伐令による上京命令  
第 3節  五箇条の御誓文に対する諸侯の署名  
第 2章  地方平定と諸道総督の発向―対藩処置に関する軍事の「委任」  
第 1節  諸道総督に対する「委任」の付与  
第 2節  入京禁止の解除をめぐる処置  
―東海道鎮撫総督府・山陰道鎮撫総督府の事例  
第 3節  対藩処置をめぐる中央・東征大総督府・諸道総督府の連携  
 ―川越・磐城平藩の事例  
第 4節  中央と討伐軍による政令二途の発生  
第 5節  対藩処置をめぐる原則の存在―東山道鎮撫総督府の事例  
第 3章  京都―江戸間の平定と対藩処置をめぐる特質  
第 1節  東海道筋―東海道鎮撫総督  
第 2節  中山道筋―東山道鎮撫総督  
第 3節  北陸地方―北陸道鎮撫総督  
第 4節  対藩処置をめぐる齟齬の実態  
第 4章  京都以西の平定と対藩処置をめぐる特質  
第 1節  畿内（及び紀伊国）  
第 2節  山陰地方  
第 3節  山陽地方  
第 4節  四国地方  
第 5節  九州地方  
おわりに  
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第 1 部第 1 章／第 1 節。新政府による全国諸藩に対する処置の方針は、伏見戦争の戦争
責任に関わる慶応 4 年 1 月 7 日の徳川慶喜討伐令によって示され、そこでは恭順すれば寛
典に処すが、そうでないものは厳刑とすることが示された。／第 2 節。1 月 10 日、徳川慶
喜およびその直接の加担者に対する仮処分が下され、慶喜ほか、会津など 6 藩が官位剥奪








第 3 章／第 1 節。5 月 24 日、東征大総督府より徳川亀之助に対し、最終処分として、駿






く過程を検討する。／第 1 章。朝廷（新政府）は、慶応 3 年 10 月の大政奉還以降、諸侯
上京令を発するが、諸侯側は積極的には応じなかった。慶応 4 年 1 月 11 日以降、徳川慶





第 3 章は、1 月の伏見戦争から 4 月江戸開城までの、京都‐江戸間の平定過程に着目し、
東海・東山・北陸の三総督府による、諸藩に対する処置の特質について述べる。／第 1 節。
東海道総督府による、桑名藩における城地接収は、穏やかに実現した。／第 2 節。東山道
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 第 4 点は、史料的根拠として、各『家記』に多く依拠していることがある。『家記』は、
明治政府が『復古記』を編纂するために（編纂完了は明治 22 年）、旧大名家に命じて書
上げさせた編纂史料のはずであり、厳密な意味で一次史料とは言えない。但し、この点に
関して、現在の研究段階で、諸藩の状況を網羅的に検討しようとした場合、編纂史料に頼
ることはやむを得ない方法である。その意味では、本論文は、今後各地で一次史料を踏ま
えた戊辰戦争研究が進展する際の、一つの参照基準を示す研究と位置付けることができる。 
 
 本論文は、以上のような諸点に、今後の課題を残すとはいえ、多大な時間と労力を投じ
た労作であることは疑いなく、今後、戊辰戦争研究に際して参照されるべき業績となろう。
これらを総合して、本論文の筆者に、博士（文学）の学位を授与することを可と認めるも
のである。  
